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別荘地と定住地の二面性を有するシニアタウン化した住宅地における高齢者の居住環境
環境デザイン学科 専任講師 番場美恵子
1.はじめに
近年，定年を迎え，いわゆる「田舎暮らし」を指向し，住み慣れた土地から自然環境に恵まれた地に移住し，第二の人
生を過ごそうと考える高齢者が増えている。移住先としては，生まれ故郷に戻るUターンのほかに，これまで居住した
ことのない地域で暮らす選択肢も多い。高齢者が多く住む住宅地は，単に住宅地としての器だけでなく，居住者間のつな
がりや，居住を支えるソフトの仕組み運営の確立が重要である。それにより，個々の高齢者が継続的に居住できる環境，
ひいてはこれらの住宅地の維持継続が可能になる。
2.調査対象
このように高齢者が多く居住する住宅地，いわゆる「シニアタウン化した住宅地」のうち，別荘地，シニアタウン計6
箇所を調査した。研究の枠組みは「居住スタイル」「居住ネットワーク」「居住システム」の3側面から，対象地における
居住環境を分析している。
本発表では，そのうちの「居住システム」を取り上げ，軽井沢の千ヶ滝別荘地，茨城県鹿嶋市と鉾田市にあるかしま野，
福岡県朝倉市にある美奈宜の杜の3箇所の現状と，シニアタウン化した住宅地に求められる居住システムについてまとめ
た。3調査地では，長期にわたり継続分譲が行われ，年齢差のある居住者集団が構成されている。
3.管理体制
シニアタウン化した住宅地においては，居住者を支えるソフトの仕組みや運営が有意である。一般に，居住を支える生
活サポートは自治会等の組織を通して居住者間のみで行われることが多いが，高齢者が多く居住する場合，外部からのサ
ポートも重要であるといわれる。対象地においては，管理会社が常駐していることから，管理会社と居住者の関わりが注
目される。そこで，居住者の生活を支える管理（以下「居住管理」と称する）について，その内容および居住者と管理会社
の関わり方を分析した。居住管理の内容としては，①生活サポート（日常生活を支障なく遂行するためのサポート），②交流
サポート（交流を通して地域での人間関係を築くためのサポート），③空間サポート（空間の維持管理だけでなく，防災防犯を含
めて安全な環境を形成するためのサポート）の3つである。
各調査地の実施状況には差異がみられるが，生活サポートをまとめると，「生活利便支援」「日常生活支援」「ケア支援」，
および「コンシェルジュ」に分類できる。活動主体は居住者であるが，管理会社がそれらの調整役として後援している
「居住コーディネイト」という体制がキーポイントといえよう。また，かしま野における 有償ボランティアの居住者
を主体とする体制や，かしま野と美奈宜の杜における居住者と管理会社をつなぐ コンシェルジュの存在は特徴的とい
え，居住者も評価している。
4.まとめ
管理会社が，これまでの空間サポートのみではなく，生活サポートや交流サポートに関わる「居住マネジメント」を行
うことにより，居住の安心安全が確保され，居住者の信頼を得られる結果，永住意識の向上や住宅地の維持継続が図ら
れる。
生活サポートおよび交流サポートの主体はあくまで居住者であり，管理会社はこれらを調整する居住コーディネイター
の立場として連携することが肝要である。つまり，裏方役としての管理会社の「居住コーディネイト」があって，はじめ
て主役である居住者間の「居住サポート」が成功する。
このように管理体制が整備され居住の安心と安全が実現し，さらに開発形態と立地環境の条件が満たされることが，持
続可能な居住システムの構築につながるであろう。
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建築構造設計を通して考えたこと
環境デザイン学科 准教授 森部康司
本研究会では，筆者が本学着任以降に設計した建物の中から2009年竣工のJFEケミカルケミカル研究所並びに
2013年竣工の熊本県立球磨工業高校管理棟について取り上げ，設計を通して考えたことなどの発表を行った。本報では
そこでの発表要旨について述べる。
1.JFEケミカルケミカル研究所
本建築物は2007年に行われた指名コンペにより選出されたプロジェクトで，千葉県千葉市にあるJFEグループの工場
敷地内に立つJFEケミカルの研究所である。
本計画では，企業の研究所ということから，機密性，拡張性に配慮した配置計画として，建築家は片廊下型の線状プラ
ンをぐるっとトグロを巻くようにして立体化した建物形態を提案した。
これに対し構造計画は，とぐろのスタート地点とゴール地点の二箇所以外，とぐろの中間地点にも地上へ通じる縦動線
を設けることで，大きく三箇所の構造コアで建物を支持することを提案し，建築家が計画当初に抱いた浮遊するトグロ状
建築物を実現した。
なおこの三つの構造コアは，建築計画上のコアであることはもちろんのこと，施工計画上のコアともなり，建物を安全
かつ速やかに施工することにも大きく貢献した。
2.熊本県立球磨工業高校 管理棟
本建築物は2011年に行われた熊本アートポリスプロジェクトにおける公募プロポーザルで選出されたプロジェクトで，
熊本県人吉市に建つ県立高校の図書館や職員室などを収めた管理施設である。
近年施行された公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律の影響もあり，建物の構造には地元の杉材を積極
的に活用することが望まれ，これを受ける形で建物の設計コンセプトは木の洞窟とされた。
この計画を特徴づける巨大な三角形状の壁面は，林立することにより長期的また地震などの短期的荷重条件に対しても，
安定性の高い架構であることはあらかじめ予測できたため，設計上の主要な検討事項は，この巨大な壁面を4～5mの長
さの杉材を使用して，いかにして構成するかということであった。最終的に選択した方法は，105×180～210の材を材軸
方向には木ダボ継手により伸長し，材幅方向には接着接合により600幅のユニットを構成し，互いのユニット間を乾式の
木ダボせん断接合により一体化する方法とした。
3.まとめ
上記の設計1では第22回日本建築構造技術者協会新人賞（2011年）を，2では第9回日本構造デザイン賞（2014年）を
頂くこととなり，今後の研究設計活動の励みにしたいと考えている。
平成27年2月18日
T邸 続リノベーション計画
環境デザイン学科 助手 高畑緑
本研究会では，まず学部生の頃に行った設計課題設計事務所での担当物件の紹介を行い，本計画の説明を行った。当
時より，リノベーションに興味があり，設計課題卒業設計，修士設計において，それをテーマに取り組んできた。自分
を客観的に見て，いつも気にしている思考の癖として，「リノベーション」「通路道路といった導線をどう組み込むか」
「地元愛」がある。本計画はその延長線上にある。T邸とは高畑邸であり，富山県高岡市の中心市街地近くにある，あず
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ま造り（築140年）の古民家である。家族の変化と共に増改
築を繰り返し住み継いできたものを，現代の生活に合わせリ
ノベーションを行う。そして，これからもまた改築し住み継
いでいくだろうという意味を込め，続リノベーション計画と
した。
聞き取り調査を元に，増改築の歴史を調べた。その昭和初
期の間取り（調査での最古のプラン）に魅力を感じた。農家で
よくみられる田の字型プランの変形であり，畳を元に構成さ
れた単純なものであった。現在のプランと比較すると，様々な要望により秩序なく増改築を行ったことが分かる。
本計画では，「整える」というコンセプトを立て設計を進めている。この「整える」とは ・点検して望ましい状態にし
ておく。調整する。・という意味である。細かい箇所，一つ一つを改善していくのではなく，住宅全体を大きくとらえ整
えたい。それによって，長く住み継がれていくことを望む。
［参考文献］
1）高畑緑，杉浦久子，サイトリノベーション T邸 続リノベーション計画，2014年度日本建築学会大会（近畿）建築デザイン発
表梗概集，14001，pp.23
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「昭和初期の間取り」平面図
「整える」平面図
